マルクスに於ける精神科学的方法 by 石川, 興二
Titleマルクスに於ける精神科學的方法
Author(s)石川, 興二

























































































































































































































濟 涛 済 濟
學 學 學 學
士 上 士 士
菊 岡 岡 蜷
田 本 崎 川
太 清:文虎
















































































































































































































































































































































































































































































































































1)拙 稿『経済學の認識 主観 としての實践哲學 者』本誌 第三十 四巻 第一號 は マ

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3) 拙 著『構碑科學的経済學 の基礎 問題』(弘文堂登刊)第 一一六頁 以下参照














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生産關係 を以て肚會 の「貴賓の地盤 」とナ.る.マル クスは『資本論』に於 ても其第1)
一巻 に於 て資本主義就會 の生塵關係 を取扱ひ、其第一篇第 一章r商 品論』 に






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































?? ? ????? ??
??














?? ?? ? ? ?? ??? ? ? ? ? ??? ???










I) 第四等『貨幣の追源及効用に裁て』並に第~li･串 『財貨の茸贋 と命倍即ち労働慣























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































邦 課 フ ォ イ エ ル バ ッ ハ 『基 督 敢 の 本 質 』第 五 三 頁 。S







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ma「x・E・g・1・Gesa・ …-n・g・b・ ・E・ …Atk・ 五h1・g.Band.1.E・St・ ・H・1価 ・nd.S.・75.
マ ル ク ス=エ ン ゲ ル ス 全 集 第 一 巻 第 一 ・・…O頁
、M
a「x,Di・The・ ・n・廿b・・Feue・b・ch・Ma.・ ・一Eng・1・A・chiv,Band.f.S.・ ・7,以
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































?? ?????? ???? ?? ?っ ???????????????????????????? ? ?????? ???
?? ???????????? ??
























???? ? ?? 〜 ????
?
?????????? ?????????『 ???????????
?? ?? ??????????? ? ? ?????
?








2) 此 が第-節の表題である ｡





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1)鍛轟蹄 器雪i鰹黒蹴s留 書)i蔽i欝繍 嘉最離 離 器 楽騒
附 あ り。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































語 に現 らは され て居 る 「商 品は 同一 の 靴曾 的軍 位 の即 ち人 間的 勢働 の表 現 で
あ るかぎ りで のみ{買値 対象 性 を有 す るll.云ふ こ と從 っ て慣 値 対 象性 は純 粋 に
肚會 的 の もので あ る と云 ふ こ と を思 ひ 出す な らば 商 品 の償 値 対象性 は た 讐商
品 と商 品 との耐 會 的 關係 の うち での み現 らはれ う る こ とも また 自明で あ る。
・・今 や物 々 は{買値 の この現 象形態 に立 ち嚇 らねば な らな い




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































育 め構 造 鮮 明 の 前 提 とす 。
Mid.S・.3L手「奪鐸 第 三 一ヒ頁0
1bid・S・32・手K詮睾第 三 一ヒ頁 。
IN`LS・3十,第三 九 頁d
?????
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
??????????????〜?????????????????
?? ????????????????? ? ? ????????????????????? ?
?
??????????????????????




?????? ? ? ??? ? ? ? ? ?
???????? ??
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正bid・S・4i一部 課 第 四 七 ・一 八 頁 。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⇒DasKapital・Band.1工1.2.(VonEngel5)S.S35・邦 諜『資本 論』第三 春 下策 三
五 八一 九 頁 。
2)拙 稿『経薄 墨 の認 識 主 観 としての實 踵哲學 者 』は止 を主 眼 とせ り。
3)マ ル クス實 躁 的動 的認 識 論 は以上 明 にせ し精 神 科 學 的 方法 に て墨 さる もの で
な い。 彼 の登 展 的研 究 方法 等街 考 察 さるべ き重 要 な る問題 が あ る。.
